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研究成果の概要（和文）：本研究では、新教育運動を牽引した新教育連盟の機関誌『新時代』と

その国際会議報告書を第一次史料とし、教育運動の磁場「メディア－ポリティクス」において、

学びの促進が「教育の自由」に対立する「試験」や「知能テスト」を取り込んだこと、この逆

説的状況が、創始者エンソアの批判や警告にもかかわらず、それらを肯定した教育学者のサド

ラーとナン、「知能テスト」の科学性と優勢思想を展開した心理学者のバートらの「教育の自由」

の帰結であったことを解明した。 

 

研究成果の概要（英文）：In this study I focus on conflicting concepts of ‘Freedom in 

education’. Historical research can help to clarify complexities and ambiguities arising 

from Examination and Intelligent Tests to promote ‘learning for children’ during the 

New Education Movement in England.  I examine polemics from the journal New Era 

(1921-39) and in two Reports of international conferences New Education Fellowship 

(NEF) in 1929 and 1931. These documents are examined particularly for their 

‘media-politics’. Michael Sadler and Percy Nunn presented ambiguous ideas 

concerning ‘Freedom in education’ and ‘individuality of the child’, though criticized by 

Beatrice Ensor and complicated by NEF reception of the eugenic thought of Cyril Burt. 
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１．研究開始当初の背景 

 自由を標榜するイギリス新教育運動の教育
思想には、社会改革思想と神秘思想が介在し
ていた（参照：山﨑洋子『ニイル「新教育」

思想の研究－社会批判にもとづく自由学校の
地平』大空社、1996。同、イギリス新教育思
想における「自由」の宗教的性格，鳴門教育
大学『鳴門教育大学研究紀要(教育科学編)』
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第 19 巻, 2004）。これらはともに新教育運動
を先駆したイギリス固有の組織「教育の新理
想（New Ideals in Education）」（1914-39）
とその後に創設された新教育連盟（New 
Education Fellowship, 1921-)の活動上のモ
チーフであるが、両組織の活動を推進したの
は、当時、急速に台頭した雑誌や刊行物など
の教育メディアであった。とりわけ、教育雑
誌を中心としたメディアは、私立セクターあ
るいは公立セクターに弁別し難い重層的な次
元を持っており、それらは教育運動を牽引す
るある種の磁場となった。そこで展開された
議論は、イギリス社会の教育政策にも影響を
与えていくことになる。それゆえ、教育メデ
ィアを介した活動は、ある種の「メディア－
ポリティクス」と名称化することができる。 
その影響下にあって、自由の堅持のために新

教育が掲げたのが、自己教育(auto-educatio
ｎ，self-education）、自治（self-government)、
自己実現（self-realisation）という教育理
想であり（参照：山﨑洋子、Ｅ．ホームズの
「教育の新理想」としての「自己実現」概念、
教育哲学会 『教育哲学研究』第 81号，2000）、
次に出現するのが、学習記録表、弾力的な時
間割、柔軟な仕様の学校教室空間の思想であ
った。 
このような活動の結果、教育学の学問ジャン
ルが確定していくことになる。それを担った
のが「教育の新理想」と新教育連盟を主導し
た P.ナン（ロンドン大学教授）であり、「教
師の自律性」、「子どもの自由」の享受は教育
の鍵概念となった。さらに、両組織は、教育
学者、校長、教頭、学校経営者、教師ら教育
の専門家だけでなく、視学官や政府関係者、
当時の知識人などで構成されており、彼らの
主張が 1918 年教育法に影響を与えていくこ
とになる（参照：山﨑洋子、「教育の新理想」
と新教育連盟に関する考察、教育史学会 『日
本の教育史学』第 41 集 1998）。しかし、新
教育運動は 1920 年代末になって、その論調
とは親和的でない「試験」の導入、能力別編
成の議論を取り込んでゆく。それを許したの
は教育理想の偏重・強調にあると推察できる
が、新教育を運動にまで昂揚させた「メディ
ア－ポリティクス」の次元を無視することは
できない。 
とはいえ、実際に 20 世紀の約 70 年間、イ

ギリスの学校現場はこの教育理想に支えられ、
教師は政治や経済に左右されることなく、「子
ども理解」と「カリキュラム編成」の能力を
身につけていった。（参照：山﨑洋子、現代イ
ギリスの教員養成における動向と特質－学校
基盤／パートナーシップ／校長のリーダーシ
ップ／教職の専門性－，『鳴門教育大学学校教
育実践センター紀要』第 19 号 2004、山﨑洋
子・ゲーリー・フォスケット「進歩主義教育
における「子ども中心の教育(Child-Centred 

Schooling)」の理論と実践―イヴラインロウ
小学校の提起するもの―」，鳴門教育大学『鳴
門教育大学研究紀要(教育科学編)』第 18 巻
2003、「イギリス公教育におけるイヴラインロ
ウ小学校の先駆性―全人的発達の可能性を求
めた歴史と現在―」鳴門教育大学『鳴門教育
大学学校教育実践センター紀要』第 18 号、
2003）。 

この背景にも、新教育運動の成果を肯定し
た政府のメディア、ハドゥ報告書（1931）、
プラウデン報告書（1967）、ジェームズ報告
書（1971）がある。しかし、新教育運動に関
与していたにも関わらず、バート（Cyril 
Burt）は、プラウデン報告書を批判し能力別
ストリーミングを押し進めていった。なぜ、
彼は教育当局側に関与したのか。本研究の着
想は、新教育思想そのものに両義的な意味内
容があっただけでなく、自由と「試験」の双
方を充足させる意味が内包されていたので
はないか、という仮説に依拠している。この
ことは、「教育の新理想」や新教育連盟に属
していた指導者、たとえばナン（Percy Nunn）
やバートの「試験」論や「知能テスト」論の
内実解明によって明らかになる。 
なお、本研究に類する研究は、イギリスで

は、ブレア政権による教育政策への批判とと
もに出現した（2001 年連合王国教育史学会テ
ーマ：進歩主義教育、2004 年国際教育史学会
（ISCHE）のテーマ：New Education : Genesis 
and Metamorphoses）。さらに、進歩主義教育
の終焉をポリティクスの文脈で教師の専門
性論として解明した著作には、本研究の外国
人研究協力者の Roy Lowe の研究（The Death 
of Progressive Education： How teachers 
lost control of the classroom, Routledge, 
2007)がある。本研究はこの著作から着想を
得ているが、しかし、アングルもスタンスも
異なっている。イギリスの新教育思想を日本
という地平から、現代的視点（自由の両義性、
学びの享受と「試験」の力学）を介在させた
相対的な研究は存在しない。 
研究開始に際し、研究発展上の位置づけと

意義は、この点にあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の全体構想は、新教育の思想が政府
の保守政権に巧妙に取り込まれていく一要
因を新教育思想の構成諸概念の両義性と力
学から析出し、教育のポリティクスを超える
思考様式の内実を歴史的に探究していくこ
とは可能であるという見通しにある。 
この見通しを遂行するため、本研究の目的

として、以下の 3点を掲げた。 
 
(1)新教育運動を牽引したメディアに孕む磁

場「メディア－ポリティクス」において、
「教育の自由」というテーゼとともに理



想（個性の重視）に偏重した新教育思想
の限界とパラドクスを同定する。 

(2)これをふまえて 1920 年代末に新教育運動
家の中から出現する新教育思想とは一見
して親和的でない、「試験」や「知能テス
ト」の導入論争の意味内容を考察する。 

(3)最後に、「自由」対「統制」の二項対立を
超える「学びの自律性・享受」と「試験」
への意味付与が、新教育ではいかなる思
考枠組みにおいて捉えられていたのか、
を教育思想史的に解明する。 

 
３．研究の方法 
 イギリス新教育運動期 に登場する「試験」

や「知能テスト」をめぐる論争を俎上に載
せ、そこでの議論がどのような状況下でい
かに展開されたかを解明するため、主とし
て以下の第一次史料や関連文献を俎上に
載せた。 

(1)新教育連盟季刊誌『新世界（The New Era）』
(1921-39)に投稿されたサドラー（Michel 
Sadler）、ナン（Percy Nunn）、バート、エ 
ンソア（Beatrice Ensor）、バドレー（ J. 
H. Badley）の論文・演説記録 

(2)新教育連盟国際会議報告書（Toward a New 
Education, A record and Synthesis of the 
Discussions on the New Psychology and 
the Curriculum at the Fifth World Con 
ference of the New Education Fellowship 
held at Elsinore, Denmark, in August 
1929, New Education Fellowship, 1930． 
Report of a British Commonwealth Educa 
tion Conference held in London in July, 
1931,The New Education Fellowship,1931）  

(3)Percy Nunn, On Education：Its Date and 
First Principles, Edward Arnold & Co. 
1920. 

(4)Roy Lowe,Eugenics and Education: a note 
on the origins of the intelligence tes 
ting movement in England, Educational 
Studies, vol. 6, no. 1, March 1980. 

(5)Richard Aldrich, The Institute of Edu 
cation 1902-2002, A centenary History, 
Institute of Education, 2002. 

(6)Roy Lowe,The Death of Progressive Edu 
cation: How teachers lost control of the 
classroom, Routledge, 2007. 

 
なお、上記の(1)～(3)の文献は、新教育

運動を推進することに寄与した出版メディ
アと位置づけることができ、またそこで展
開された教育改革の思想は、ポリティクス
としての役割を果たした。また、(4)～ (6)
は、近年の研究動向の精査のための文献で
ある。 

 
 

４．研究成果 
 イギリス新教育運動期に登場した「試験」
や「知能テスト」をめぐる約 20 年間の論争
を新教育連盟の季刊誌『新時代（The New 
Era）』誌と国際大会報告書から抽出して俎上
に載せ、「自由」概念の多義性/両義性、「自
由」が用いられた文脈とそこでの議論がどの
ような状況下で展開されたかを解明し、同時
に、「試験」や「知能テスト」、「教育の自由」
概念を相関させて考察した。その結果、以下
の 6点が解明された。 
 
(1)新教育運動は、「自由」を主張したが、同

時に「個性」をも強調した。その理由は、
「自由」が個性の伸展のための要件として
捉えられていたからである。「個性」への
着目は、ナンの起草した「教育の新理想」
の創設趣意書(1914)に始まる。彼は、1920
年代になると、「個性」を「多様性におけ
る統一」と捉え、その個性を「生の理想」
と称揚し、生物学の研究成果を新教育運動
のなかで展開した。さらに、彼は、生物学
の知見の文脈で個性概念を捉えた上で、自
由と個性を相関的に捉えて概念化し、多様
な個性を認めることを強調した。しかし、
同時に、ロンドン・カウンティ・カウンシ
ルで教育心理学の重要性を実証しようと
していたバートの調査結果を評価した。 

(2)こうした状況下、新教育連盟は、1925 年
1 月号で、「試験」に関する特集を組んだ。
このなかで新教育連盟の創始者のエンソ
アは、「知能テスト」の問題点を指摘し、
「知能テスト」は情緒的側面を無視し、
子どもの全体性を明らかにするものでは
ないという理由で、「試験」と「知能テス
ト」の利用に警告を発した。また、バド
レーは、「知能テスト」は「試験」に完全
に取って代わることはできないと述べ、
「試験」に対しても「知能テスト」に対
しても、否定する態度表明はしていない。
このような新教育運動家の多様な見解は、
やがて 1929年のデンマークのエルシノー
アでの国際大会においても、多種多様な
意見として展開され、この議論は、サド
ラー、ナン、バートといった国民教育に
関わる人物を介して政府の教育政策の決
定に影響を与えた。そして、政府の政策
動向と一致する優勢思想に道を譲る回路
を敷くことになる。 

   (3) 1929 年から 1934 年までの間に『新時代』
誌上で展開された「試験制度改革」や「知
能テスト」に関する新教育運動家の見解を
考察対象に据えると、まず新教育連盟イギ
リス支部の総裁、サドラーの講演録（特別
寄稿「試験」）が試験制度の議論を方向づ
けていることが解明された。彼は中央政府
による中等教育に関する審議会、ブライス



委員会を主導した後、政府の特別調査事務
局（1895-1903）の事務局長やリーズ大学
の副学長（実質的には学長）を経験
（1911-23）し、1919 年に爵位を授与され、
文部省と教育の新理想運動や新教育運動
双方に関与していた。当時は、連合王国モ
ンテッソーリ協会の委員でもあり、オック
スフォードのユニヴァーシティ・カレッジ
の学寮長であった。 
サドラーは，新教育連盟の試験調査委員

会を主導するが、同時に政府の教育院の試
験制度改革にも関わっていた。彼は、伝統
的な試験制度を維持しつつ、部分的改革を
主張しており、エンソアの自由主義の新教
育思想の立場からの警告や試験批判とは
異なっていることが明らかになった。 
他方、バートは、「知能テスト」の方が

「試験」よりも科学的であることを主張し、
「知能テスト」を教師が生徒を理解する道
具だと主張した。サドラーもナンも、バー
トの調査データを批判してはおらず、新教
育連盟は、試験制度改革とメンタル・テス
トに接近してゆき、そしてそのことが、新
教育運動を錯綜させ、思想的ジレンマを生
むことになる。それゆえ、「試験」とメン
タル・テストをめぐる議論の混迷状況は、
エンソアの意見にも色濃く残る結果とな
った。 

   (4) 1930 年は、とりわけ新教育連盟の組織的
拡大という点において、大きな転換点であ
ったことが解明された。1921 年 1 月創刊
の『新時代』は、1930 年の 1 月号と 4 月
号を季刊雑誌として刊行した後、７月から
は月刊雑誌『新時代：家庭と学校』となっ
た。それゆえ、世界恐慌を経験した社会に
おいて、教育雑誌というメディアの需要の
向上の史実を跡づけることができる。 

そんななか、1931 年になると、新教育
連盟の『新時代』誌上では、「私たちの試
験システム」や「幼少期のメンタルテス
ト」といったトピックが取り上げられ、
エンソアも『新時代』編集の一線から退
き、南アフリカに移住することになる。 
さらに、1933 年には、バートが実施した
ロンドンの遅進児の調査報告書（良い環
境下で育てられた子どものうちの遅進児
は 1%だが、貧困層の多いところではそれ
は 20%以上になる）を『新時代』に公開し、
個性重視の教育観から「子どもの能力に
応じた学校に振り分ける」教育観を導く
根拠を与える教育思想を拡大することに
なった。 

  (5) 1930年代の新教育運動は国際的連携を強
化し、組織の拡大をはかった。しかし、
その勢いが強まったがゆえに、逆説的に
も「自由」という概念が不可避とする、
心理的・社会的・経済的視点を考慮に入

れた「自由」概念が展開され、新教育運
動は、思想的混迷を深めていった。新教
育運動は一枚岩に成り得ず、「教育の自
由」「子どもの自由」を掲げた新教育運動
に対して、多義的なポリティクスの展開
を可能にする道を敷いた。 

 (6)「教育の自由」「子どもの自由」「個性の尊
重」といった新教育運動のテーゼは、戦
後の三分岐システムやイレブン・プラス
試験を受容する道を準備した。また、1960
年代のプラウデン報告書、さらには今日
の進歩主義教育の思想そのものも、政治
や経済、社会や文化といった文脈におい
て、脆弱で流動的かつ多様なものであっ
た。今日のイギリスにおいて、「教師の専
門性」への信頼の低下の傾向、また進歩
主義教育そのものが、保守や革新といっ
た図式では理解できない状況は、上述の
イギリス新教育運動の史的認識の妥当性
を根拠づけている。 
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